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民 族 学 研 究 の た め の 画 像 デ ー タ ベ ー ス

洪　政国,橋 原秀晴,井 岡幹博,黒川雅 人,佐 藤真知子

　 (日本アイ ・ピー ・エム株式会社　東京基礎研究所)

杉田繁治,久 保正敏,山 本泰則　 (国立民族学博物館)
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1.は じ め に

　民族学(文化人類学)で は,世界の諸民躾が日常的に使用する道呉類か ら宗教儀礼に用いられる特殊な道具類にいた

るまでの様々な資料(標本資料)を使って,民 族が有する社会と文化を実証的,比較的に研究する。このため,国立民族

学博物館(民博)では,世界各国から様々な標本資料(仮面,籠,容 鴛等)が 収集され,研究に用いられている。その点数は

現在およそユ7万点で,年 々増加の一途をたどるため,所 蔵品の活用と研究効率の向上を図るための効果的な管理,利用

方法の確立が期待される。このため,著者 らは共同研究 「民族学情報有効利用のためのコ地 一タ応用手法にっいての基礎

研究」において,民族学研究者にとっての画像÷気一スにっいて,そ の基本機能及び構築方法を検討すると共に,訪。画像

を中心 とした画像十タベースのカトタイフを構築した。〔1,2,3,4,5,6,7,8、9,10.11>12]

2.対 象 データ

　 民博 所有 の標 本 画像 自動処 理装 置 で作 成 され た標 本 資料 の 画 像で,平 面 、正 面,側 面,鳥 磁 各 方 向 のモノ知 一ム(1024×

1024,濃 淡8白 ト),烏撤方 向 のカチ(1024×1024.RGB各8ピ ット)か らな り,標 本 資 料一 点 あた りの十 タ量 は7幼 耐 トで あ る。一 方,

これ に加 えて 日本 語 を 主 とした 属性千 タが あ り,標 本 資 料収 集 と画像 化 の 時点 で 付加 され るも の で,標 本 番 号,収 集 地,

重 量等30項 目 にわ た って い る。これ らに よ って,標 本 資 料特 有 な意 味が 表 現 さ:れて い る。〔4〕

　本 研究 で は,具 体的 に 仮面 類,籠 類,容 器 類.玩 具類,刃 物類 籍 数2725点 を選択 し,そ れ らの画像 十 タ(ユ9勃所 ト)およ び属

性十 タ(5.7メが イト)を扱 った。

3.研 究 課 題 とアブローテ

　民博所有の標本資料に関するチタを対象に,民博の研究者(人 文科学系)に 役に立っ画像J7一タベ。ス技術を研究する上でい

くつかの重要な課題があるが[1.2】,著者らは特に1)大 容量画像デー4の効率的蓄積方法,2)効 果的画像検索方法,3)文

科系ユーサに親しみ易いでン十タベース・イ芳一フェイスに注目し,解決方法を検討した。

　民博の場合,現在所有 している標本資料の点数 と画像チータ量から単捷に計算してもおよそテラ酬トの画像デ→べ一スの規模

を扱 うこととなり,画像データー点あたりのJrタ・9舷の大きさに加えてチ→の大容量性を,現実的な性能で扱 うことは極め

て重要な課題である。画像の有する情報は.本来視覚に依存し感性的であることか ら,従来のデ→卒スで行われている検

索方法には限界があるものと思われるため.画像の特徴に基づいた検索方法を確立すべきである。また、本共同研究で

の最終ユ。サは民族学研究の専門家,個 々の研究者,人文科学系である等の特徴をもっため、高度な機能に加えて.操作に

おける高度な自由度,個 人環境 と共有環境および容易な機能・操作の理解 と習得が提供されなければならない。

　このための胃ローチとして我々は.応眉指向に基づいた力トタ石の構築を主にした。具体的には,画像十タキスにとっての基

本的な機能を検討する一方で〔1,2.3,4〕,文科系ユ。サと情報科学系研究者が頻繁に接触し(t7リ",鋤 一ト調査等).早 いサイケ

ルでツロトタイブ構築〔5,9.10]と頻繁なフィー糖力を実施した。〔5,6,7.8,9,10]

4.頭 テム構成 と機 能

　今回構築した最終プロト弼ツのシス私構成と.実現した機能は次の通りである。(:s　)

　 ここで提供した機能は1)PCづ ゆ ・7レ仏・リンウ構成;既 存のA一梅 ア,ソフ柚万を用いた鰍私構成,2)属 性検索と画像概

覧表示の組合せによる検索;繰 返し可能な関係型属性検素と高遼で融通性の高い画像表示,3)多 階層構成による圧

縮画像の蓄積,表示;磁 気JTイスクと追記型光★スケの併用,18H　 PS/55と　 L,/;f高精緬ツラ7イヲク表示装置の併用,4)わ 洗外

指向に基づいた視覚化御 一フェイス;か彫 式によるユー弊ピューと面像r31一スに対する直接操作等である。

　機能1)に よってx-#は,大 規模J一タベ"資源の共有と.操作に融通性の富む個人環境を保証される。提供搬能2》によっ

て,候補の対象を‡寿計算機と対話的にしぼりこみなが ら高い検索効率を期待できる。また.PS/55上 では縮小したお。画

像と属性デ。タをマ静帽ン向内で統一的にかっ高速に扱い.視覚に基づいた分.:　 較,保存が出来る。機能3》 は大容量画

像十タを現実的な性能で扱う上で誌本となるものであり.挽覚に基づいた検窯を支援するためのものである。このため

に.出来る限り高速な農開,衰示が可能な画像圧縮方法を検尉し.PS/弱 上に褒示される「縮小カラーカ知ツ面像」は高娯度,

高遼アケ以の目的で磁気ディスケに.IB貿5080に衷示される高精細面像けアー淵 の冒的で.遅 くても大C　 iを 括用するために
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光引 スクに蓄 積 す る。提 供機 能4)に よっ てユーサは.操 作 の対 象 となるチータを統 一的 に 扱 え る と共 に そ の操 作 を 日常 馴 染 み

の あ る方法 で お こな え る(カーF,フォん外 他 アイZ等)。 また,全 て の操 作 はPS/55上 で実 現 したインター一フェイスを介 して,マウスやポップアッ

プ・メニューで 主 に実 行す る。 この 他 に,ユ ーザはPS/55上 で の画 像 ど属 性 ←掌の 表示 方 法,各 種 か ドの表 示 方法,か 吐 で の個 人

注釈 等 が 自由 にで き.融 通性 に富 む個 人環 境 を提 供 して いる。

　検 索 の手 順 を示 す と次 の通 りで あ る。

　 「検 索カード」を使 用 して属 性検 索 を繰返 す(検 索 対 象,候 補 を絞 り込 む)一 〉 「縮 小茄 一・的 の画 像 」,「属性 チータ」,「情報 かF」

　等 をマルチウインドウ内で相 互 に表 示す る 〈一〉 高 精細 画像 を表 示 す る 一〉 視 覚 に基 づ い た分類,変 更,保 存 を行 う

図 一1.汲 テム構 成 。

5..お わ り に

　今回作成したプロトタイプ,民博ユーサの要求をかなりの程度満たしたと思われる。これは,日常馴染んでいるデータ整理の方

法を,いわば電子化したこと,PS/55に よる個人環境を提供したこと.叙ト計算機とPCに よるオ"ウ検索を提供したこと.カ

ラー画像の高速表示を組み入れたPC上でのマルチウインドウ・システム,概覧機能を実現した事等に基づく。

　PC上での応答時間は充分であるが.叙ト計算機とPC間の応答時閻はより高速であることが望ましい。また,画像の内容

に基づく検索,類似検索は多様で高度な検索機能を提供するものとして期待される。[11,12]
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